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事 業 所 名   ：  グループホームカルミア

作　 成　 日　 ：　令和　5年　3月　27日

市町村受理日：　令和　5年　3月　27日
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項目
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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束適正化委員会が3か月に1度以上行われ
ていない。また、身体拘束の内部研修も年2回以上
行われていない。

適正化委員会・内部研修を適切に実施するとと
もに、それを元にして職員への周知、学習を行い
身体拘束に対しての理解を深める。

次年度から委員会実施と身体拘束の内部研修を年
間の予定表に記載し実施する。また、委員に退職者
がいることから、改めて委員会メンバーを選定する
とともに、内部研修に関しても職員の理解度が増す
ような研修内容を取り込む。

1年

2 4

コロナ禍のため、運営推進会議を書面会議の形式
で行っていたが報告形式の会議となっており、本来
の会議の形でもある意見交換の形式が成されてい
ない。また、活動内容や事故報告などの具体性が欠
けている。

書面で会議を取り行う場合でも意見交換ができ
る形で行い、カルミアとしてその意見を吸収でき
るような会議を行う。

アンケート用紙のようなものを同封して各委員に意
見を求め返信して頂く。また、活動内容の中で行事
の報告に関しても入居者様がどのような様子だった
のか詳しく記載すると共に、写真を同封して様子が
伝わるようにする。

6か月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。
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